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就職活動スケジュール
徹底解説 

を
決
定
し
ま
し
た
。

専
門
活
用
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
、

高
度
な
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
業
務
で
2

週
間
以
上
の
職
場
体
験
が
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
指
し
、
参
加
学
生
に
対
し
て
は

「
6
月
の
採
用
選
考
開
始
時
期
に
と
ら
わ
れ

な
い
」
採
用
選
考
と
内
定
出
し
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

現
行
（
2
0
2
5
卒
）
の
基
本
的
な
就
活

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
改
め
て
確
認
す
る
と
、

ま
ず
修
士
1
年
／
学
部
3
年
の
夏
か
ら
冬

に
か
け
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
そ
の
後
、
翌
年
3
月
1
日
に
本

採
用
の
広
報
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
。
6

月
1
日
か
ら
企
業
の
採
用
選
考
（
面
接
や
筆

記
試
験
な
ど
）
が
解
禁
と
な
り
、
選
考
通
過

者
に
対
し
て
随
時
内
々
定
が
出
さ
れ
る
、

と
い
う
の
が
政
府
推
奨
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

基
本
的
な
流
れ
と
な
り
ま
す
。

採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
多
様
化
／
早
期
化

が
さ
ら
に
進
み
、
複
雑
化
す
る
2
0
2
6

卒
（
2
0
2
4
年
6
月
時
点
で
修
士
1
年
生
／

学
部
3
年
生
な
ど
）
の
就
職
活
動
。
26
卒
理

系
学
生
の
就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

の
よ
う
な
日
程
に
な
る
の
か
。
注
意
す
べ

き
ポ
イ
ン
ト
は

−
本
記
事
で
は
26
卒
就

活
の
展
望
を
解
説
し
ま
す
。

政
府
推
奨
の
基
本
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は 

例
年
同
様
も
、
内
定
出
し
に
関
す
る

ル
ー
ル
な
ど
一
部
変
更
。

2
0
2
3
年
12
月
に
政
府
は
経
済
界
や

大
学
側
も
参
加
し
た
関
係
省
庁
連
絡
会
議

を
開
き
、
就
職
活
動
ル
ー
ル
に
関
す
る
方

向
性
を
確
認
。
基
本
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
現
行
ル
ー
ル
を
維
持
す
る
も
の
の
、「
2

週
間
以
上
の
専
門
活
用
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
学
生
に
対
し
て
は
早

期
の
内
定
出
し
を
認
め
る
」 

と
い
う
方
針

採
用
直
結
型
イ
ン
タ
ー
ン
・ 

早
期
選
考
・
通
年
採
用
な
ど 

選
考
プ
ロ
セ
ス
の
多
様
化
が
進
む

前
述
の
就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
あ

く
ま
で
政
府
推
奨
の
日
程
で
あ
っ
て
、
実

際
は
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
よ
り
早
期
に
採

用
活
動
を
行
う
企
業
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
で
も
採
用
直
結
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
行
な
っ
た
り
、
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
面
接
を
実
施
し
て
早
々
に
内
々
定
を

出
し
て
い
る
企
業
な
ど
、
早
期
選
考
を
行

う
企
業
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

特
に
近
年
は
採
用
活
動
の
早
期
化
が
一

段
と
加
速
し
、
2
0
2
4
卒
の
就
職
活
動

で
は
修
士
2
年
／
学
部
4
年
の
5
月
末
ま

で
に
79
．2
％（
前
年
比
6
．3
ポ
イ
ン
ト
増
）

の
学
生
が
内
定
を
受
諾
し
て
い
る
と
い
う

調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
（
理
系
ナ
ビ
会
員

調
べ
）。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
定
義
に

政
府
推
奨
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
も
一
定
条
件
下
で
早
期
内
定
出
し
が

可
能
に
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
活
用
が
カ
ギ
に
。

2026卒
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ン
就
活
の
浸
透
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

昨
今
で
も
各
種
採
用
プ
ロ
セ
ス
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
実
施
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
一
方
で
現
地
開
催
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
就
活
生
か
ら
は

「
現
地
の
雰
囲
気
や
社
員
の
働
き
方
を
間
近

で
感
じ
ら
れ
る
の
は
大
き
い
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
得
ら
れ
る
情
報
は
限
定
的
」
と
、
オ

フ
ラ
イ
ン
で
得
ら
れ
る
情
報
密
度
を
改
め

て
評
価
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
採
用
企

業
と
し
て
も
、
オ
フ
ラ
イ
ン
で
学
生
と
接

す
る
こ
と
で
相
互
理
解
を
深
め
た
り
、
提

供
で
き
る
情
報
量
が
増
え
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
オ
フ
ラ
イ
ン

で
の
選
考
や
イ
ベ
ン
ト
は
情
勢
を
見
な
が

ら
活
用
が
進
む
と
思
わ
れ
ま
す
。

円
安
や
世
界
情
勢
の
不
安
定
化
に

よ
る
就
職
市
場
へ
の
影
響
は

急
速
な
円
安
進
行
、
資
源
価
格
高
騰
に

よ
る
イ
ン
フ
レ
加
速
、
世
界
情
勢
の
不
安

定
化
な
ど
、
今
後
の
日
本
経
済
の
見
通
し

は
決
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
も

G
A
F
A
M
を
筆
頭
と
す
る
テ
ッ
ク
系
企

業
や
金
融
、
コ
ン
サ
ル
業
界
な
ど
で
リ
ス

ト
ラ
が
進
ん
で
お
り
、
世
界
的
な
景
気
後

退
リ
ス
ク
は
く
す
ぶ
り
続
け
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
プ
ラ
ス
思
考
で
と
ら
え
れ

ば
「
先
に
就
職
し
た
先
輩
達
よ
り
も
、
今

2024

5月

昨年度の動きを参考にした2026卒向け就職活動スケジュールの大ま
かな見通しです。企業の選考活動時期は多様化しているので、志望
企業・業界の選考スケジュールは個別にリサーチしましょう。

インターンシップ
に参加

早
期
か
ら
採
用
活
動
を
行
う
企
業
は
秋
頃
か
ら
早
期
選
考
を
実
施

例年インターンシップの
実施は8～9月がピーク
となっていますが、秋か
ら冬にかけて開催され
るプログラムも少なくあ
りません。オンライン形
式や短期の開催プログ
ラムも多いので、気に
なるインターンシップが
あれば積極的に参加し
ましょう。

情報収集を
スタート

［ 5月以降］

［夏～翌年の春］

早期に内々定を出す企業が増え
ており、2024卒では5月末時点で
約8割の就活生が内定を受諾。

エントリー受付、
合同イベント・説明会

採用情報公開
（政府推奨日程）

［ 3/1］

採用選考
（政府推奨日程）

［ 6/1以降］

気になる仕事・会社や
就活の進め方を理系 
ナビで調べましょう！  
5月～6月にかけてサマー
インターンシップのエント
リー受付を行う企業が多
いです。

2026卒
就活スケジュールの見通し

つ
い
て
も
各
企
業
で
異
な
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
個
別
に
確
認
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
早
期
か
ら

し
っ
か
り
情
報
収
集
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
就
活
が
浸
透
し
た 

一
方
で
、
オ
フ
ラ
イ
ン
へ
の
回
帰
も

コ
ロ
ナ
禍
で
就
職
活
動
の
ス
タ
イ
ル
は

激
変
し
ま
し
た
。
そ
の
筆
頭
に
オ
ン
ラ
イ

2025

1月

7月

8月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

9月

10月

11月

12月

6月
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後
の
経
済
の
在
り
よ
う
を
見
極
め
た
う
え

で
業
界
・
企
業
を
選
べ
る
」
と
い
う
考
え

方
も
で
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
業
績
を

伸
ば
し
た
業
態
・
企
業
は
少
な
く
な
い
で

す
し
、
一
時
的
に
業
績
が
悪
化
し
た
と
し

て
も
中
長
期
的
に
は
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
秘
め
た
企
業
も
あ
る
の
で
、
必
要
以

上
に
悲
観
的
に
な
ら
ず
、
業
界
・
企
業
研

究
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
な
る
就
活
早
期
化
で
高
ま
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
重
要
性

理
系
学
生
は
卒
業
年
次
に
学
業
な
ど
で

忙
し
く
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
就
職

活
動
が
本
格
化
す
る
前
に
学
業
や
研
究
、

就
活
準
備
な
ど
を
可
能
な
限
り
進
め
て
お

く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。
早
期
に

内
定
を
獲
得
で
き
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん

が
、
修
士
2
年
／
学
部
4
年
の
夏
以
降
も

就
職
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
出
て
く
る

と
、
学
業
へ
の
影
響
は
さ
ら
に
大
き
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
早
期
選
考
を
実
施
す
る

企
業
が
増
え
て
い
る
た
め
、
就
職
活
動
を

円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
早
め
に
行
動
を

起
こ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
選
考
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
重
視

す
る
企
業
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
で
き

る
限
り
修
士
1
年
／
学
部
3
年
の
時
点
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
を
推
奨
し
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
仕
事
や
会
社

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
た
め
、

経
験
者
は
本
選
考
で
の
志
望
理
由
が
明
確

と
な
り
、
自
己
分
析
も
深
掘
り
で
き
て
い

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
参
加
学

生
に
対
し
て
優
先
的
に
早
期
選
考
情
報
を

提
供
し
た
り
、
そ
の
ま
ま
採
用
選
考
を
実

施
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
参
加
メ

リ
ッ
ト
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

と
は
い
え
、
現
時
点
で
は
「
ど
の
業
界

／
職
種
を
志
望
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
」
と
い
う
方
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、
少
し
で

も
関
心
を
持
っ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

と
に
か
く
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
仕
事
や
会
社
に
つ
い
て
、

多
く
の
判
断
材
料
を
集
め
ら
れ
る
の
で
、

自
身
の
適
性
や
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を

見
極
め
る
絶
好
の
機
会
。
仮
に
「
全
然
イ

メ
ー
ジ
と
違
っ
た
、
自
分
に
は
合
わ
な
い

と
思
っ
た
」
と
い
っ
た
結
果
で
も
、
今
後

の
行
動
指
針
を
決
め
る
う
え
で
貴
重
な
情

報
を
得
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

す
で
に
多
く
の
企
業
で
2
0
2
6
卒
向

け
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
エ
ン
ト
リ
ー
受

付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
W
E
B

現在進行中の2025卒就職活動でも、各企業は採用スケ
ジュールや選考プロセスの変更を行っています。インター
ンシップ実施時期やプログラム内容などはまだまだ改善
の余地が大きいと感じている企業担当者も多く、現状を
分析したうえで2026卒就活における選考プロセス、スケ
ジュールの見直しを行う企業は少なくないでしょう。
繰り返しとなりますが、26卒就活生は各企業が発信する最
新情報を早期からチェックし、行動計画を考えることが
一層重要となります。就職活動が本格化するまでの時間
を活用し、社会についての理解を深めたり、自身のスキ
ルアップに努めたりと、時間を有意義に使ってください。
「自分が将来どうなりたいのか」「そのために何をするべ
きなのか」いまから考えてみてください。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
を
実
施
す
る
企
業
も
増
加
し
て
お
り
、

参
加
の
チ
ャ
ン
ス
は
広
が
っ
て
い
る
の
で
、

み
な
さ
ん
も
『
理
系
ナ
ビ
2
0
2
6
』
で

興
味
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
探
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

まと め
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!2026卒 就活のチェックポイント

政府推奨就活スケジュールは  
前年を踏襲

26卒対象のインターンシップは2024年夏から冬にかけて実施。就職
情報解禁は2025年3月、面接解禁は6月から（政府推奨スケジュール）。1

早期選考を行う企業が増加傾向

2024卒の就職活動では修士2年／学部4年の5月末までに79.2％
（前年比6.3ポイント増）の学生が内定を受諾。早い企業は前年の秋か
ら採用活動を開始。26卒就活では基本スケジュールにとらわれない
早期選考がさらに増加か。3

2

世界経済の動向は不透明。
就活市場への影響を注視
急速な円安進行、資源価格高騰によるインフレ加速、世界情勢の
不安定化など、世界経済の動向は予断を許さない。社会情勢を注
視し、中長期的視点で企業・業界研究に取り組むべき。5

check!

check!

check!

オンライン就活からオフラインへの揺り戻しも

会社説明会や初期の面接などはWEBでの実施が主流に。インター
ンシップもオンラインプログラムが多いものの、一部企業ではオフラ
インに戻す動きも見られる。4

check!

check!

一部のインターンシップ参加者に対しては
早期内定出しを解禁
高度な専門性が求められる業務で2週間以上の職場体験ができる「専
門活用型インターンシップ」に参加した学生に対しては早期の内定出し
を認める方針に。企業のインターンシップ重視の姿勢がさらに強まる。

 


